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論文の要旨 
 近年のウェアラブル技術やバーチャルリアリティ技術の進歩により，人間の身体的な体験は，空間と
時間の限界を超えて共有され変容してきている．特に医学，デザイン，及び教育の分野においては，他者
及び自身の身体的かつ社会的な体験の理解は，個人的な体験に対する知識や共感を得る上で重要な役割
を果たす．しかしながら，実世界の環境において周囲の物体や人々との積極的な相互作用を可能にしな
がら，人の身体を変容することで周囲環境や他者に対する自己の認識，行動，相互作用を変化させたり，
他者の体験を自身の身体的な体験として共有するためには，解決すべき多くの課題が残っている． 
 このような背景の下で，本論文の著者は，自身の身体を他者の身体へ変換する技術，及び自身の筋活動
に伴う生体電位信号を活用することで，身体的運動を共有する技術を提案し，これにより他者を含む周
囲環境の知覚，行動，相互作用を通じて主体的な自己体験を新たに形成するための新しい方法論を提案
している．これらは，小人体験を実現する身体性変換技術，他者の筋活動と同調する身体同調技術からな
り，個人の身体的・社会的な自己体験を再定義する上で重要な役割を果たすものである．本論文は英文で
全８章からなり，これら一連の研究成果が纏められている．以下にその概要と評価を述べる． 
 第１章は序論で，本研究の位置づけと研究の背景を述べている．主体的な体験の形成に関する用語の
説明とともに，本研究の目的とリサーチ・クエスチョンを明確にしている． 
 第２章では，神経科学，心理学，インタラクション学に渡る従来から現在までの代表的な関連研究を紹
介するとともに，提案手法の独創性を述べている． 
 第３章では，身体性変換，身体同調における実現可能な手法を提案している．ここでは，装着型インタ
 フェースによる体験の形成という観点からそれぞれの役割を述べ，その理論的な位置付けを明らかにす
るとともに，実世界における検証することでその特徴と優位性を示している． 
 第４章では，各手法におけるシステムの実装について述べている．  
 第５章では，開発した装着型サイバニック・インタフェースを用いた評価を述べている．視覚フィード
バックの時間応答性，外骨格機構の性能，筋活動取得・刺激提示の時間応答性等の性能を示している． 
 第６章では，提案手法の有効性を評価するため，ユーザスタディの結果について述べている．身体性変
換技術においては，装着者の行動評価，知覚評価に加え，他者とのインタラクションの変容について詳細
な検証実験を行った結果が述べられている．身体同調技術においては，主観的な知覚評価に加え，神経筋
疾患の体験，筋骨格系のインピーダンスの変容実験，認知判断への介入実験等の結果を示している．これ
らを通じ，自己体験を形成することを目指す提案手法の有用性を明らかにしている． 
 第７章，第８章では，全体としての考察と評価を行い，研究成果のまとめと将来展望を述べている． 
審査の要旨 
【批評】 
 本論文は，自身及び他者の行動を理解するために重要な役割を果たす主体的かつ主観的な自己体験を
形成するため，実環境中で自身が自発的な行動を維持しながら，装着型サイバニック・インタフェースに
よる身体性の変換に基づく小人体験，及び他者との間での運動感覚の体験を融合・同調させる新しい方
法論を提案するものである．さらに，身体性変換及び身体同調技術を実現することで，性能評価実験及び
ユーザスタディを通じて提案手法の有効性を明らかにしている．一連の研究は，身体性や主観性という
従来の工学・物理学では取り扱うことが困難であった人の情報学的な理解という課題に対し，先進的な
インタフェースを開発することでそれを克服した．これにより，人が他者を含む外界との相互作用を通
じてその自己体験を形成することを明らかにするとともに，人の理解を深めることに寄与する等，HCI分
野の新しい応用の可能性を拓くものとして評価できる．これは，人と人，人と機械の相互作用の系におい
て知覚，行動，相互作用に対し直接的に介入することで，人の能力を拡張することで人々をエンパワーす
る技術の進歩に寄与するものであり，生体医工学・サイバニクス分野における応用が大きく期待出来る． 
 一連の成果を通じて，装着型サイバニック・インタフェースにより主体的な自己体験を変容させる実
現可能性を示し，他者を含む環境との相互作用を通じて人の特性を見出すための新たな方法論を提案す
ることで，次世代のインタラクション分野を拓くものとして，その学術性を高く評価できる．これらの成
果は，人間情報学，及びエンパワーメント情報学の発展に資すること大であるため，本論文は博士(人間
情報学)の学位論文として相応しいものであると認める． 
 
【最終試験の結果】 
平成３１年２月５日，専門委員会において，学位論文審査委員の全員出席のもと，著者に論文につい
て説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．その結果，学位論文審査委員全員によって，合格と
判定された． 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（人間情報学）の学位を受けるに十
分な資格を有するものと認める． 
